
情報公開文書 第 1版 

 

お知らせ 

 

愛媛大学医学部附属病院では、医学・医療の発展のために様々な研究を行って

います。その中で今回示します以下の研究では、患者さんのカルテの記録や画像

情報に加え、手術で摘出した腫瘍組織を使用します。この研究の内容を詳しく知

りたい方や、カルテや保管されている画像情報および摘出腫瘍組織を利用する

ことをご了解いただけない方は、下記【お問い合わせ先】までご連絡下さい。 

 

【研究課題名】 

悪性脳腫瘍の 新たなバイオマーカー及び分子標的の探索とそれらの臨床応

用に向けた多施設共同研究による遺伝子解析 

 

【研究機関】愛媛大学医学部附属病院 

 

【研究機関の長】杉山隆（病院長） 

 

【研究責任者】井上明宏（愛媛大学医学部附属病院 脳神経外科 講師） 

 

【研究の目的】 

 脳腫瘍は大変重篤になることがある病気であるにもかかわらず、どのように

発生するかなどについては今まで不明でした。近年、次世代シークエンサーとい

う革新的な技術によって全ての遺伝子を網羅的に調べることが可能になり、こ

の方法を使ってすでに様々ながんについて新しい治療法が開発されています。

この研究では、脳腫瘍の患者さんの血液、髄液、病理標本と凍結組織を用いて、

脳腫瘍の遺伝子やたんぱく質におこる様々な異常を、国立がん研究センターに

設置されている次世代シークエンス、サンガーシークエンス、パイロシークエン

ス、マイクロアレイなどの最先端の技術を駆使し、脳腫瘍の遺伝子異常を解析し

ます。また一部の解析は東京大学、慶応大学、大阪大学、京都大学、理化学研究

所、株式会社エスアールエル、第一三共株式会社、シスメックス株式会社、ライ

カ・マイクロシステムズ株式会社などの企業を含む共同研究機関でも行われま

す。トロント小児病院（カナダ）、ドイツがん研究センター（ドイツ）、サーモフ

ィッシャーサイエンティフィック（米国）、東京女子医科大学、ルードヴィク癌

研究所（サンディエゴ、米国）など海外の共同研究機関で解析がされることもあ

ります。この研究により、より優れた診断法や治療法が開発されるという意義が

あります。また脳腫瘍の組織から腫瘍の細胞を培養または実験動物に移植する
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ことにより、脳腫瘍のモデルを作成することができます。脳腫瘍のモデルは、新

たな治療法を開発するために大変役立ちます。さらに脳腫瘍は稀な病気ですの

で、全国的な共同研究グループを通して多くの検体を集めて解析することによ

り、日本の患者さんの特色を反映した信頼性の高い結果を得ることができます。

以上のように、この研究では様々な種類の脳腫瘍にそれぞれ特徴的な遺伝子変

異などを特定することによってこれらの腫瘍の成り立ちを解明し、診断法の向

上や治療方法の選択に役立てること、さらには脳腫瘍のモデルを使って新たな

分子標的治療薬を開発することを目指します。研究期間は研究許可日から 2026

年 3月 31日までとします。 

 

【研究の方法】 

（対象となる患者さん）2023 年 6 月から 2026 年 3 月 31 日に愛媛大学医学部

附属病院を受診された方のうち髄膜腫と診断された患者さん 

（利用するカルテ情報）性別、年齢、発症時期、合併症、既往歴、身体所見、血

液検査データ、画像検査データ、治療状況、腫瘍データ（遺伝情報を含む）等 

（利用する手術摘出組織情報）通常の手術で取得した腫瘍組織を用いて解析致

します。 

 

【個人情報の取り扱い】 

 収集した試料・情報は名前、住所など患者さんを直接特定できる情報を削除い

たします。そのため、個人を特定できるような情報が外に漏れることはありませ

ん。また、研究結果は学術雑誌や学会等で発表される予定ですが、発表内容に個

人を特定できる情報は一切含まれません。 

 

＜試料・情報の管理責任者＞ 

  愛媛大学医学部附属病院  脳神経外科  氏名 井上明宏 

 

さらに詳しい本研究の内容をお知りになりたい場合は、【お問い合わせ先】 

までご連絡ください。他の患者さんの個人情報の保護、および、知的財産の保護

等に支障がない範囲でお答えいたします。 

 

【お問い合わせ先】 

愛媛大学大学院 医学系研究科 脳神経外科学 講師 井上明宏 

791-0295 愛媛県東温市志津川 454 

Tel: 089-960-5338 


